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議員提案による政策条例
「静岡市がん対策推進条例」が全会一致で可決

＊５大がん（胃、肺、大腸、子宮頚、乳）と前立腺の平均

表１　静岡市がん検診受診率の推移
H26年度 27年度 28年度 29年度

受 診 率 21.6％ 21.7％ 21.2％ 21.3％

がんは２人に１人がかかると推計されています。医療技術は進歩
を続けておりますが、がん検診の受診率は伸び悩み（表１）、患
者支援も十分とは言えない現状です。これまで本会議において「検
診推進」「患者支援」「がん教育」など一貫して訴えて参りました。
更なる対策が必要と考え、政策条例の制定を提案。他都市への視察調査、条例原案の作成を行い、７回にわたる条例
検討会で議論をして参りました。平成 31 年２月議会において「静岡市がん対策推進条例」が全会一致で可決し、４
月１日施行されました。これから具体的ながん対策が強力に進む事が期待されます。

起立採決で全会一致となり可決提案議員として条例検討会を主導

がん対策に関し、市民、保健医療関係者及び事業者の役割並びに市の責務を明らかにするとともに、市のがん対策に関する
施策の基本となる事項を定めることにより、市民誰もが、がんへの理解及び知識を深め、予防や早期発見に努めるとともに、
がん患者が尊厳を保ちつつ安心して暮らすことのできる社会を構築するための総合的ながん対策を推進すること。
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市

①国、静岡県、保健医療関係者並びにがん患者等関係団体と
の連携を図りつつ、がん対策に関する施策を実施すること。
②がん対策に関する施策は、がん医療のほか、福祉、介護、教育、
雇用等幅広い観点を踏まえて実施すること。

市民

喫煙、飲酒、食生活、運動その他の生活習慣及びがんの原因
となるおそれのある感染症の正しい知識を持ち、がんの予防
に必要な注意を払うよう努めるとともに、市が実施するがん
対策に関する施策に協力し、積極的にがん検診を受診し、が
んの早期発見及び早期治療に努めること。

保健医療
関係者

市が実施するがん対策に関する施策に協力し、がんの予防及
び早期発見に寄与するよう努めるとともに、質の高いがん医
療を提供するよう努めること。

事業者

①従業員及びその家族に対するがんに関する正しい知識の普及に
積極的に取り組むとともに、従業員等ががんを予防し、及び定期
的にがん検診を受けることができる環境の整備に努めること。
②従業員等ががん患者となった場合であっても、当該従業員
が勤務を継続しながら治療し、療養し、又は看護すること
ができる環境の整備に努めること。
③市が実施するがん対策に関する施策に協力するよう努めること。
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予防の
推進

①喫煙、飲酒、食生活、運動などの生活習慣及び生活環境が
健康に及ぼす影響の普及啓発
②がんの原因となる恐れのある感性症に関する知識の普及啓発

早期発見
の推進

①がんの早期発見の重要性に関する啓発及び広報　　
②がん検診の受診が可能な医療機関等の周知
③がん検診を受診しやすい環境の整備
④年齢、性別等を考慮したがん検診の受診の勧奨
⑤がん検診の精度管理の充実
� など

情報の
提供

市民に対し、がん対策及びがん医療に関する適切な情報提供
に努めること。

医
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医療の
推進

がん患者が適切な医療を受けることができるよう、必要な事
業の推進に努めること。

在宅医療
の充実

がん患者が、その居宅において療養できるよう必要な在宅医
療体制の整備に努めること。

緩和ケア
の充実 緩和ケアの充実を図るために必要な事業の推進に努めること。

がん患者及び
その家族
への支援

がん患者の療養生活の質の維持向上並びにがん患者及びその
家族の精神的な苦痛、社会生活上の不安等の軽減に資するた
めの施策を講ずること。

ライフステージに
応じた支援

小児期、AYA（思春期及び若年の成人）世代、高齢期等の各段階
におけるがん患者に特有な身体的、精神的、心理的及び社会的問
題に対し、それぞれの段階に応じた支援をするよう努めること。

がん患者及び
その家族を

支える地域づくり
がんにり患しても住み慣れた地域で生活ができるよう、がん
患者及びその家族を支える地域づくりの推進に努めること。

協議会・計画 静岡市がん対策推進協議会の設置、がん対策の推進に関する
計画の策定。



LGBT、性的マイノリティへの理解促進へ
� 県内自治体で初となる「LGBT相談」がスタート！

１月 30 日　当事者団体と市長に要望書を提出

民間調査によると 8.9％の方が LGBT（レズ、ゲイ、バイセク
シャル、トランスジェンダー）など性的マイノリティに該当す
るといわれています。本会議（28 年９月議会、29 年 11 月議会、
31 年２月議会）で相談、啓発、教育等の実施を訴えて参りま
した。新年度から県内自治体で初めて性のあり方や性別違和に
悩む当事者や家族を対象とした「LGBT 相談」、気持ちを共有
する交流会「居場所づくり」がスタートしました。

倒壊の恐れのある「空き家」問題
� 静岡市初の行政代執行、専門部署が設置

老朽化による倒壊や衛生環境の悪化など、住民生活に深刻な影
響を及ぼす空き家。地域住民から深刻化する空家対策の要望を
受け市当局に要望。本会議（平成 30 年９月議会）で空家対策
の強化、専門部署の設置を訴えました。新年度予算に特定空家
の行政代執行による除去費が盛り込まれ、専門部署も新たに設
置されました。

本会議で空家対策の強化を訴える
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期日前投票がしやすくなりました！
� 投票所入場券の裏面に宣誓書記入欄

投票所入場券の裏面に宣誓書記入欄

選挙前に自宅に届く投票所入場券。投票日当日に行けない方が
期日前投票をする際は「宣誓書」の記入を投票所でする必要が
ありました。市民からの要望を受け、事前に宣誓書の記入がで
きるよう投票所入場券の裏面に宣誓書記入欄を設ける事を本会
議（28 年９月議会）で訴えました。この度、今春行われた統
一地方選において宣誓書記入欄が設けられました。

判断能力が低下しても安心して暮らせるまちへ
� 成年後見制度利用促進事業が拡充！

成年後見制度促進について県司法書士会から要望を受ける

認知症高齢者など判断能力が不十分な方を保護し支援するため
の成年後見制度。利用者の増加を見据え、制度利用促進を本会
議（28 年 11 月議会、29 年９月議会）で訴えて参りました。
成年後見制度の無料相談事業、市民向けの啓発、資力のない被
後見人への申立促進、中核機関設置に向けた機能検討の本格化
など新年度予算に主張が多く取り入れられました。

議会質問での政策提案が新年度予算に盛り込まれました！



２月議会

地域の声がカタチになりました。

桜の根で隆起していた興津川沿いの
遊歩道が歩きやすくなりました

山梨わたる議会質問より
就労に困難を抱えている方を支援するた
めのユニバーサル就労の導入についてど
のように考えるか

質 問

本市では「静岡市暮らし・しごと相談支
援センター」で対象者を生活困窮者に限
定することなく相談を受け、継続的な支
援が必要な方については個々の状況に応
じて作成した自立支援プランに基づき、
対象者に寄り添った支援を実施してい
る。ユニバーサル就労は先進的な取組と
して 29 年度から富士市で実施されてお
り、事業効果を注視していく。

答 弁
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病気や障がい、ひきこもり、就労ブランク、母
子家庭、発達障がいなど様々な理由により働き
たくても働きづらさを抱えた方のために一人ひ
とりに合わせた就労支援のこと。一般就労と福
祉的就労の中間に位置する。

【 ユニバーサル就労 】

放置された犬のフンの周りを黄色のチョークで
囲み、見つけた日時を書くことで、飼い主が再
び訪れた際に自発的に回収するように促すとと
もに、飼い主のモラル向上を啓発し、フンの放
置をなくすことを目的とした取り組み。

【 イエローチョーク作戦 】

台風被害による土砂崩れ発生現場に
土砂防護柵が設置されました

放置される犬のフンへの対策としてイエ
ローチョーク作戦の導入についてどのよ
うに考えるか

質 問

発祥の地である宇治市におい
ては地域住民が主体的に取り
組む活動を市が支援し、少ない経費で大き
な効果を上げている。イエローチョーク作
戦は放置される犬のフンへの対策として
効果が期待される新しい取り組みであり、
本市としても先行事例の手法等について
調査に努め、積極的に情報提供を行い、
対策に取り組む市民を支援していく。

答 弁

4/12　８：15

ふんのまわりを
チョークで囲み、
発見日時を書く。

老朽化していた東海道由比宿の案内
看板が新しくなりました



　  「清水港海づり公園」着工式が行われました

地元興津地区の強い要望が実り、清水港海づり公園がいよいよ着工しま
した。令和４年度に完成予定。私も平成 28 年 11 月議会において議会
質問で取り上げ、子どもが安心して利用できる施設整備、早期着工・完
成を訴えました。以前の施設が閉鎖した後、多くの市民から早期整備の
声が強かった海釣り公園施設。長く愛される良い施設になればと願って
止みません。

２月16日

あなたのご意見・ご要望をお聞かせください
控  室  ：  静岡市葵区追手町 5-1　TEL 054-254-2769
自  宅  ：  静岡市清水区興津中町 1356-25　TEL 054-368-5540　E-mail w.y@uv.tnc.ne.jp

公明党静岡市議会 検 索

　  静岡大学で地域コミュニティについて講義

静岡大学人文社会科学部「地域社会学」の授業でゲスト講師として招い
て頂きました。自治会コミュニティの取り組みや課題、NPO による地
域活性化、市議会、議員活動について講義。60 名程の受講大学生の中
には実際に地域コミュニティに飛び込んで活動している学生がおり、大
きな期待を持ちました。拙い講義でしたが学生と地域の未来にきっかけ
づくりに繋がれば嬉しく思います。

１月11日

　  中部横断自動車道の開通式典が行われました

待望の中部横断自動車道 ( 新清水 JCT 〜富沢 IC 間 ) が開通！これに
先立ち開通記念式典が石井国土交通大臣を迎え盛大に開催されました。
私も地元議員として参列。同時開通区間も合わせ静岡〜山梨間が約 30
分短縮、一年後の全線開通により約 60 分短縮されます。ヒト、モノの
交流が盛んになり地域活性化、防災対策が大きく進みます。これからも
早期全線開通、効果の最大化に向け取り組んで参ります。

３月10日

　  大型クルーズ客船を和太鼓でお出迎え

清水港へ寄港する大型クルーズ客船は年々増加しており、国土交通省か
ら国際旅客船拠点形成港湾の指定も受けました。客船寄港時には高校吹
奏楽部や諸団体による歓迎セレモニーを実施して頂いております。この
度、初寄港客船の歓迎式典前に静岡市議会の有志で和太鼓の歓迎演奏を
させて頂きました。外国人乗客が飛び入り参加する場面もあり、素人演
奏ですが乗客の皆様に少しは喜んで頂けたかと思います。

4月13日
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